






要約:わが国の事故情報システムは、欧米諸国に比較して立ち遅れており、小児事故につ

いても同様である。乳幼児の事故発生場所、事故時の行動、事故のメカニズム、障害のタ

イプ、部位、事故に関連する商品や構築物、環境などの資料を得るためにも、常設のモニ

タリング・システムの設置が必要である。モニターは地域の中核的総合病院が適しており、

救急部門の設置が特に不可欠である。院内体制として医師、看護婦、事務局の協力体制と

理解が何より必要である。


